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五味子と陳皮のC型肝炎感染系に おける相乗作用 （ll）
一 患者血清の反応
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【目的】　我々 は人参養栄湯がC型肝炎 ウ イル ス （HCV ）に対 し低 ドや消失作用を持つ こ と，その 活性

を担 う中心 的な構成生薬が 五味子と陳皮で あ る こ とを報告 して い る ，，しか し，こ れ ら の 生薬が 配合

された漢方薬に よ る治療は長期に およぶ 場合が多い
。 漢 方治療に対する 反応を早期に 知 る こ とが で

きれば患者 の 負担を軽減する こ とが で きる ，，今回，我々 は患者血清中 の HCV の 感染力をin　vitrc｝で 測

定す る方法を開発 し，五味子と陳皮が配合された漢方薬を中心 に漢 方治療の 評価 の応用 を試み た 。

【方法】
・材

．
料　漢方薬未服用又は服用 中の C型慢性肝炎の 患 者由／清

・方法　MOLT −4細胞 を37℃，5％CO 、下 で 48時間培養 し，　 HCV 陽性血清を加 え，さらに4時間培養

した。そ の後，患者血清 と吸着，感染 させ た MOLT −4細胞の ウ イル ス量をRT−PCR 法に よ り測定 した。

なお，採血 日 の 異なる血清とMOLT −4細胞吸着の 測定は 同時に行い 比較 した。

【結果および考察】漢方治療前の HCV は，血清とMOLT −4細胞吸着活性 と 共に陽性で あっ た 。 漢方

治療開始後 ， 数 ヶ 月単位 で HCV 　titer及 びMOLT −4細胞吸着活性が大 きく変化す る 症例が現 わ れた。

五味 f’と陳皮の配合された漢方薬による治療を開始 し，トラ ン ス ア ミラーゼ の低下がみ られ るなど

の 有効 であ っ た症例で は，前／清の み と比較 して MOLT −4細胞に 吸 着させ たHCV は減少 し，場合 に よ

っ て は消失して い た 。 人参養栄湯ではなく，四物湯や六味丸に五 味子 と陳皮を加えて効果の み ら れ

た症例 もあ っ た 。 また，漢方薬 に よ る 治療中で も臨床的効果が み られない 場合，血清の み と吸着さ

せたHCV は，ほぼ 変 わ らない 値を示 した 。 以上，本方法 CHCV　cytoabsorption 　assay ）に よ っ て，患

者の HCV の 治療に よる変化をin　vitre で簡便に 早期に予知で き，漢方薬 の 効果判定 ；漢方変更に利用

で きる こ とが示 され た。
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